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新市⺠館・労働会館の再編整備に関する検討の経緯 

１ 富⼠⾒周辺地区の課題と基本的な整備⽅針（平成 20（2008）年 3 ⽉／富⼠⾒周辺地区整備基本計画） 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業を取り巻く状況の変化 

 

 

 

 

 

 

 

※今後、「富⼠⾒周辺地区整備基本計画」は改定を予定しています。 

３ 川崎区における市⺠館機能のあり⽅について（平成 29(2017)年度）  ４ 今後のスケジュール 

 

基
本
計
画
策
定
か
ら
１
０
年
が
経
過 

富⼠⾒周辺地区の課題
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆富⼠⾒公園について◆ 
公園本来の緑地や広場が少なく、都心に

おける総合公園としての機能回復が必

要 

◆市⺠利⽤施設等公共施設について◆ 
老朽化や耐震面などで課題のある施設

が多数あり、施設の更新・再整備が必要

 

富⼠⾒周辺地区の将来像と整備⽬標
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑、活気、憩い、 

ふれあいのある 

都心のオアシス 

富士見公園 

◆富⼠⾒公園の再⽣◆ 
公園本来の機能である緑地や広場の確保に努

め、都心における総合公園にふさわしい都市公

園としての機能を回復 

◆スポーツ・⽂化・レクリエーション活動の 
拠点機能の強化◆ 

市民の利便性向上や安全性確保に努めるとと

もに、都心にふさわしいスポーツ・文化・レク

リエーション活動の拠点機能の強化

将来像 

 

１）教育文化会館については、建物

及び施設の老朽化が著しく、早

急に対応を図る必要がある。 

２）市民の多種多様な学びの場とし

て、川崎区における市民館機能

を維持する必要がある。 

３）川崎区役所移転の緊急性の低下

により、区役所との複合化での

整備について見直す必要があ

る。 

４）教育文化会館の周辺に、市民館

として移転活用の検討ができ

る既存施設があり、既存施設の

活用は、単独での改築より経費

削減が可能である。また、仮設

施設設置の必要がなく、継続的

な市民利用が可能となる。 

５）移転をすることにより、教育文

化会館跡地について、富士見中

学校の教育環境の向上に活用

することができる。 

⽅向性⾒直しのポイント  川崎区における市⺠館機能は、現位置
での改築ではなく、既存施設への移転
により再編整備を図る。 

川崎区における市⺠館の再編整備に
あたっては、労働会館を改修し、労働
会館内に移転する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 県⽴川崎図書館の移転

＊現在の川崎図書館は H29.12 から休館、

H30.5 にＫＳＰ（かながわサイエンスパ

ーク／高津区）内に移転 

② 教育⽂化会館の⽼朽化 
及び教育⽂化会館⼤ホールの閉鎖

③ 川崎区役所移転の緊急性が低下

＊H23 年度に市税部門がかわさき市税事務

所に移転したことで、庁舎狭あいの課題

がある程度解消 

④ 公園における⺠間活⼒導⼊による 
まちの賑わい創出の取組み

＊H29.6 に都市公園法が改正され、民間

活力導入によるまちの賑わい創出の

動きが進行 

⑤ 富⼠⾒中学校の⽣徒数の増加
＊生徒数増加により、グラウンドの確保

や増築校舎など、教育環境向上の必要

性が一層増加

＊S42 竣工の教育文化会館の老朽化が顕在化 

＊スポーツ・文化総合センターが H29.10 にオ

ープンし、教育文化会館の大ホール機能は

H30.3 に閉鎖 

当初計画では、教育⽂化会館及び県⽴川崎図書館敷地に市⺠館機能と川崎区役所機能の複合化を想定 

平成 29（2017）年度 
 

市民館機能のあり方 決定

平成 30（2018）年度 
 

基本構想 策定 

平成 31（2019）年度 
 

改修基本計画

平成 32（2020）年度 
 

改修実施設計

平成 33（2021）年度 
 

改修工事

平成 34（2022）年度  
新市民館・労働会館 供用開始 
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今年度、意⾒交換
会（ワークショッ
プ）を実施し、施設
のあり⽅について
意⾒交換を実施。 
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